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今月(2014年5月22～25日)は神戸で黒坂昌弘

A」
は原

の第87回日本整
形外科学会学術総会が開催されており，学会の合間に原稿を書いています．
素晴らしい企画の学術総会であり，中でも出色はノーベル賞受賞者の山中伸
弥先生の講演でした．世界に名高い科学者ですが，ご自身のことを
「Pseudo整形外科医」とユーモアを加え，iPS細胞の開発とその応用につい
ての素晴らしい講演でした．外国の資金豊富な研究所や会社に負けず，特許
などの知的財産を先取してもらいたいと考えています．
本号の視座「臨床研究ノススメ」では産業医大の酒井昭典教授が，日常診
療から仮説を立てそれを検証するclinical oriented reseachについて述べて
おり，全く同感です．論述の「セメントレス人工膝関節置換術後のweekly

 
PTH療法はbone ingrowthを促進させる」も優れた臨床研究です．半場道
子先生による「運動器のサイエンス」の「運動器活動は慢性炎症を抑制す
る」は優れた科学講話です．「運動すると体が丈夫になる」といった根拠の
ない健康神話を，脂肪細胞が分泌するadipokineのほとんどが慢性炎症を
促進するのに対し，筋細胞が分泌するmyokineは抗炎症作用を持ち，その
分泌促進には有酸素運動が有効と，科学的に解説されています．Myokine
は健康長寿の延伸にも重要と考えます．「臨床医に必要な放射線の知識Q&

rop o

発再稼働差し止め判決が出たことからもup to dateな話題です．
臨床経験「関節面直下にfracture voidを伴った橈骨遠位端骨折に対する

DVR 掌側ロッキングプレート固定の治療成績」では，fracture voidを合
併した不安定型骨折に対してDVR固定とsubchondral bone tamp法を併
用して良好な固定を得られたとの報告であり，遠位設置型プレートやdou-
ble-tiered subchondral support法とともに骨粗鬆症を合併した不安定型骨
折には有用と考えられます．「軟部肉腫に対する化学療法における悪心・嘔
吐の制御」では，化学療法のd

使用した

ut例の大きな原因の一つが悪心・嘔吐
であり，アプレピタントとパロノセトロンあるいはグラニセトロンの併用が
有効であることが示されました．症例報告では化膿性肩鎖関節炎や筋肉内浸
潤型血管脂肪腫の比較的まれな疾患に良好な結果を得られており，また，結
核性脊椎炎の前方固定に切断した脛骨を

載です．

例も優れた工夫です．その
ほか，トシリズマブ投与による肝機能障害，股関節から大 部の疼痛を訴え
た閉鎖孔ヘルニアなど，本号も有用な情報が満

幸いです
臨床にお役立ていた
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